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公益社団法人愛知県医師会 第 36回(定例)理事会議事録 

 

開催日時：平成 31年 2月 21日(木) 午後 3時 57分～午後 5時 18分 

開催場所：愛知県医師会館 4階理事会議室 

出 席 者 

会 長(代表理事)／柵 木 充 明 

副会長(代表理事)／城  義 政  市 川 朝 洋   

理 事／伊 藤 健 一  加 藤 雅 通  大 輪 芳 裕  西 山  朗  樫 尾 富 二 

纐 纈 雅 明  細 川 秀 一  野 田 正 治  林  義 久  浅 井 清 和 

湯澤由紀夫  田那村 收  小 出 詠 子  渡 邊 源 市 

 

監 事／川 上 雅 正  野 口 良 樹  横 井  隆 

代議員会議長／服 部 達 哉 

代議員会副議長／伊 藤 宣 夫  山 本  楯 

 

欠 席 者 

理 事／杉 田 洋 一  樋 口 俊 寛   

 

議事録作成者  黒 田 将 貴 

 

※伊藤理事早退のため、報告事項 1は承認事項 3のあとに行われた。また、協議事項

4は出席者 22名(うち理事 16名)にて審議した。 

 

議長は、定款第 39条第 2項により、柵木充明会長(代表理事)が務める。 

本日の理事会は、出席者 23名(うち理事 17名)で、理事現在数 19名の 2分の 1以上(10

名)の出席があり、定款第 39条第 6項の決議を行うに必要な過半数に達していること

を確認した。 

 

議 事 

―承認事項― 

１．庶務関係事項について 

(１)後援並びに共催について 

 ①愛知県泌尿器科医会(会長 成田晴紀)主催の第 9回愛知県泌尿器科医会市民公開講 

  座〔5/18(土)〕の共催について 

樫尾理事より説明され、標記市民公開講座の共催が承認された。 

 

(２)第 13回日本音楽医療研究会学術集会(大会長 平山正昭：名古屋大学大学院医学系研 

究科)主催の第 13回日本音楽医療研究会学術集会〔12/1(日)〕への後援依頼について 
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樫尾理事より説明され、標記学術集会の後援が承認された。 

 

２．委員会・部会、講演会等(本会主催分)の開催について 

柵木会長より、以下の本会主催の委員会・部会、講演会等の開催について承認を求

め、承認された。 

No. 開催日 名称 開催場所 担当理事 

1 3/5(火) 
愛知県救急医療情報センター運営

連絡協議会 
7階研修室 

細川理事 

纐纈理事 

2 6/9(日) 
第 10回 災害時・災害訓練に役立つ

トリアージ研修会 
9階大講堂 

細川理事 

纐纈理事 

 

３．あいちビジネス専門学校(日本医師会医療秘書養成課程)における 2019年度授業計画 

  について 

渡邊理事より 2019年度の講師一覧表及び授業計画について説明され、承認された。 

 

―協議事項― 

４．第 183回(臨時)代議員会決議文(案)について 

大輪理事より説明され、継続審議となった。 

 

５．その他 
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─報告事項─ 

【日本医師会、各医師会、中部医師会連合等会議について】 

１．日医医療政策シンポジウム 2019〔2/13(水)〕について 

(日本医師会主催：日本医師会館) 

伊藤理事より、「医師の地域偏在」をテーマに、一般市民の参加を得て開催された

ことが報告された。内容としては、世界医師会事務総長のクロイバー氏より「医

師はチーム医療の中でやはり責任ある立場であり、地域の公衆衛生的存在である」

と指摘されたこと、河合氏より今後の高齢者像について地域偏在を議論されたこ

と、福井氏より総合診療医の必要性について等それぞれ講演があったと報告され

た。 

 

２．日医第 5回医師の働き方検討委員会〔2/13(水)〕について 

 (日本医師会主催：日本医師会館)  

市川副会長より、医師の時間外労働規制について、地域医療確保暫定特例水準を

設定する必要性、地域医療確保暫定特例水準の終了目標年限についてそれぞれ説

明された。 

 

【本会関係会議について】 

３．保険医協会との懇談会〔2/19(火)〕について 

(5階医師連盟会議室)  

大輪理事より、保険医協会からは医療・社会保障等をめぐる動向、診療報酬、審査・

指導問題、地方自治体をめぐる動向、税問題について、県医師会からは第 27回医師

需給分科会〔1/30(水)〕、第 2回経済財政諮問会議〔1/30(水)〕、財政制度等審議

会財政制度分科会〔11/20(火)〕等について解説し、議論を交わしたと報告された。 

 

４．学校保健部会学校健診委員会〔2/12(火)〕について 

(6階研修室)  

纐纈理事より、定期健康診断における小学生・中学生の血圧再検査値の基準設定

等について検討したことが報告された。 

 

５．広報委員会〔2/13(水)〕について 

(501会議室) 

纐纈理事より、愛知医報のトップ掲載予定や表紙掲載写真等について検討、広告

掲載についてはすべて承認されたことが報告された。また、愛知医報の表紙デザ

インの見直しについて検討し、元号の変わる 5月 1日発行号からの表紙のリニュ

ーアルを目標に、メーリングリストを利用して引き続き検討すると説明された。 

 

６．治験審査会〔2/15(金)〕について 
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(804会議室) 

渡邊理事より、継続審査 5件(クローン病 1件、潰瘍性大腸炎 3件、統合失調症 1

件)については、すべて承認されたと報告された。また、1件(統合失調症 1件)の

終了報告がなされた。 

 

 

７．講演会・研修会等について 

柵木会長より、下記 No.1～7の本会主催の講習会・研修会等は一括報告とすると

発言された。 

*は共催・協賛等 

No. 開催日 名称 出席者数等 担当理事 

1 

*H30. 

7/3(火)～ 

H31. 

2/15(金) 

(全 20回) 

小学生のための救急蘇生法講習 1,618名 
細川理事 

纐纈理事 

2 1/27(日) 
平成 30 年度かかりつけ医等心の健康対応

力向上研修会 
36名 

西山理事 

樫尾理事 

3 
1/29(火) 

2/13(水) 
産業医研修会 

75名 

74名 

西山理事 

樫尾理事 

4 2/2(土) 平成 30年度メンタルヘルス研修会 69名 
西山理事 

樫尾理事 

5 2/4(月) 
平成 30 年度かかりつけ医等アルコール依

存症対応力向上研修会 
28名 

西山理事 

樫尾理事 

6 2/16(土) せん妄対策研修会(第 3回) 55名 
野田理事 

林理事 

7 *2/16(土) 医療安全対策委員会勉強会 54名 
渡邊理事 

樋口理事 

  

【行政、その他関係団体等会議について】 

８．豊田加茂地域産業保健センター運営協議会〔2/6(水)〕について 

(豊田加茂地域産業保健支援センター主催：豊田加茂医師会館)  

西山理事より、新たに歯科医師会会長が参加されたことが報告された。平成 30

年度(1月)事業実績としては、開催数は昨年度年 150回 2,682名に対し、今年度

186回 3,285名。事業所訪問数目標 109に対し、9件。長時間労働面接指導目標

24件に対し、13件。メンタルヘルス不調者に対する相談は昨年 0件に対し 1件

であったと報告された。また、平成 31年度事業計画は平成 30年度と同様であっ
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た。 

 

９．名古屋市救急医療(時間外等)対策に関する懇談会〔2/15(金)〕について 

(名古屋市主催：名古屋市公館) 

細川理事より、名古屋市の救急医療の状況、名古屋市各区休日診療所の診療実績、

診療科ごとの応需体制・応需時間・参加病院数、救急車の出動状況等についてそ

れぞれ話し合われたと報告された。特に救急車の出場件数については平成 30年度

で約 13万件と増加傾向にあり、20万件まで増加することが予想され、救急車要

請の在り方について今後議論されるであろうと説明された。 

 

１０．平成 30年度愛知県エイズ対策会議〔2/12(火)〕について 

(愛知県主催：愛知県自治センター)  

浅井理事より、愛知県の患者及び感染者の現状報告、梅毒の行政検査体制につい

て協議したことが報告された。また、梅毒の発生状況としては、増加傾向にある

ことが説明された。 

 

１１．日本多施設共同コーホート(J-MICC)研究平成 30 年度第 1回外部評価委員会 

〔2/13(水)〕について 

(日本多施設共同コーホート(J-MICC)研究)主催：名古屋大学医学部) 

浅井理事より、文部科学省「学術研究支援基盤形成」の助成による健康追跡調査

で、10万人を 20年かけて調査を行っており、今年度で 14年目と説明された。外

部評価委員からは一般市民に理解しやすいホームページの内容にすべきとの意見

が出たと報告された。 

 

【その他事項について】 

１２．その他 

 

 



6 

 

以上で本日の議事を終了し、議長は協力を謝して閉会とした。 

 

平成３１年２月２１日 

 


